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に  にこにこ笑顔で い いつもみんなで つ 紡ぎ繋げる心で に 日本一をめざすのだ 

「算数」から「数学」への大いなる一歩 
＜２つの小学校での出前授業＞ 

昨日 3月 12日(火) に荻川小学校に出向いて、４月から中学校に

進学する小学校６年生に出前授業をしてきました。同じように、結

小学校では 3月 14日(木)に予定しています。 

内容は、令和 5年 11月 6日の全校朝会で、中学生に話をしたもの

と同様の内容の焼き直しです。本校長だより No.37「答のない世界に

答を探しに行こう！」というタイトルでも既に紹介しました。  

今回、新入生向けに、算数の問題を題材に、新津二中がどんな学

校をめざしているのか、また、中学校での大切にしてほしい学びに

ついて理解してもらいたいと思って実施しました。 

みなさん立派な態度で真剣に私の話をきいてくれて、とても感激

しました。結小学校での授業も楽しみにしています。 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
さて、中学校に入ると「算数」 

は「数学」に変わります。何が違 

うのでしょうか？ 

「算数」は、数を使って「正し 

い答を導くこと」が目的です。 

  それに対して「数学」は、「な

ぜそうなるのか」を論理的に説明することがより求められます。つ

まり、結果だけでなく、いや結果以上に過程が重視されるのです。

もちろん、答を導けるだけの知識や技能は最低限必要ですが、それ

だけでは「生きる力」としては不十分なのです。 

 数学だけでなく、中学校に入学したら、あらゆる教科あらゆる場

面で、「なぜ？」「どうして？」「どうやって？」という思いを大切に

して自分の考えを明確にもつこと、そして、多様な伝え方や表現力

を磨き、その中で良好な人間関係を構築できるようにしてください。 

 「数学」は、数を使って学ぶのではなく、その名の通り、数を通

して生きる力を学ぶ学問なのです。他の教科も、よりよく生きるた

めに必要だからこそ存在するのです。 


